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§１．研究成果の概要 

 

本年度ではケイ酸輸送体の結晶化を目指した。ケイ酸輸送体自体の大量発現・精製系を確立

し、穀物由来のケイ酸輸送体を大量に精製することに成功した。いくつかの界面活性剤で精製し

たケイ酸輸送体を用いて、結晶化条件のスクリーニングを行った。スクリーニングの結果、ケイ酸輸

送体の結晶を得たが、結晶の質が十分に高くなかった。結晶の質を高めるために、結晶化条件と

結晶化コンストラクトの至適化、ケイ酸輸送体の安定性を高める溶液条件の探索を進めている。さ

らに、結晶の質を高めるために、ケイ酸輸送体に結合する水溶性タンパク質の作製を進めている。 

 

 

 

 

 


